


　子育て支援センターゆうゆ
うは、町内の未就学児とその
保護者や妊婦さんが対象で、
いつでも気軽に来館でき交流
できる施設です。
　授乳室もあり、赤ちゃんも安
心して過ごせます。保育士と
経験豊かな子育てサポー
ターも常駐しています。

　乳幼児とその家族や妊婦さんが自由に遊びに来
ることができる子育てサロンは、宇美町内の中学校
で６月から1２月に、月１～２回開催されています。
　お昼休みに生徒が遊びに来たり、授業での交流
があるなど、福岡県内の中学校でも数少ない取組
の一つです。次世代を担う中学生にとっては乳幼児
とふれあう貴重な体験・機会となっています。

　地域のボランティアさん
といっしょに季節を感じな
がら公園で遊んだりお散
歩して楽しみませんか。
　うみハピネスの多目的
ホールも開放しています。
　赤ちゃん連れの方でも
暑い日や雨の日も安心して
遊べますよ！
　子育て支援センターゆ
うゆうのスタッフも待って
いますよ♪

　毎年テーマを変えながら、パパが楽しんで参
加できる講座を企画し開催。
　昨年の「そばづくり」では地域の方の指導を
受け、家族で美味しく試食しながら、パパ同士
で交流を深めることができました。

　身近にあるメディアとの上手なつきあい方を
分かりやすく学びます。
　親子からは、「携帯を使うマナーについてな
どを楽しく学べて良かったです」、「家族でルー
ルを決めたり、話し合うことが必要だと思った」
との声が聞こえてきました。

　毎年10月頃に開催しているママたちのマルシェは、手
作り雑貨の販売をはじめ、体験ワークショップや飲食ブー
スなど一日中楽しめる企画にたくさんの参加者も大満足。
　このイベントは、子育てネット・う～みんが、人と人との繋
がりを大切にしながら長年培ってきたネットワークによって
開催されています。

　子育てに関するたくさんの情報が掲載され
ているカレンダーを毎月600部発行。
　役場、図書館などの公共施設や小児科、
店舗などに配布しています。見つけたら手に
取ってみてください。

　毎年6月頃に開催している親子フェスタで
は、親子遊びや積み木、工作など親子で参加
できるお楽しみコーナーがいっぱいです。

　子どもも大人も共に育つ地域・環境づくりをめざし
て活動している「ＮＰＯ法人宇美こども子育てネッ
ト・う～みん」は、平成29年4月からうみハピネスに
活動拠点を移しました。

うみだせ！広がれ！子育ての輪
ＮＰＯ法人宇美こども子育てネット・う～みん

子育てファミリーを応援する「う～みん」活動紹介
　社会環境の変化等で不安や悩みを持っていたり、
孤立しがちな家庭もあるなか子どもとその家族が同
じ子育て中の方や地域の方々と交流したり学び合い
ながら日々を安心して過ごせるよう応援しています。

子育て支援センターゆうゆう

中学校子育てサロン

ママたちのネットワークは凄い！ ママたちのマルシェ

パパの子育て応援講座

子ども救急救命講習 う～みん親子フェスタ

スマホやネットとの付き合い方を
親子で考える講座

子育てカレンダー“ねぇ、う～みん”

　公共施設等に設
置してあるＡＥＤ（自
動体外式除細動器）
ですが、使い方をご
存知ですか？
　人工呼吸や心臓
マッサージも大人と子
どもではやり方が違い
ます。
　万が一の事態に備
えて、受講をおススメ
します。

宇美町からの委託事業

う～みん主催事業

世代間交流子育てサロン
「てくてくひろば」
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Q1～Q8 ：８項目の一般質問

一般質問の

その後の経過は？一般質問の

その後の経過は？

Ａ．町は猛暑対策として
エアコン設置を表
明。平成30年8月臨
時会で設計業務委
託、12月定例会で
工事費を計上。平成
31年夏までに設置
完了予定としている。

Ｑ1．小中学校の教
室にエアコン
設置を

Ａ．町有地に関しては平
　　成30年度に点検済。
　　危険箇所の改修に
着手。

　　民有地のブロック塀
は、診断結果による
補助金交付を行う
ための要綱を整備。
補助金の対象期間
は平成32年度まで。

Ｑ6．ブロック塀の
　　点検・補強は

Ａ．平成30年9月、空き
家バンクを設置。
12月28日現在、登
録申請者数13件。
空き家の所有者に
空き家バンク活用を
推進する。

Ｑ3．空き家バンクの
推進を

Ａ．平成30年度の夏休
みに、国の交付金
を活用し、一部洋
便器化、バリアフ
リー化等の改修工
事を実施した。

Ｑ4．宇美小学校ト
イレの洋式化
等への改修工
事を

Ａ．平成30年11月17
日、原田小学校区
自治会と校区コミュ
ニティの避難訓練と
防災訓練講習会が
実施され、消防団も
参加。

　　今後も消防団と自主
防災組織との連携
を図り、防災訓練等
を実施していく。

Ｑ2．消防団と自主防
災組織が連携
し防災訓練等を
実施しては

一般質問要旨 その後の経過

Ａ．平成30年9月から
本町の各小学校で
一斉導入。

　　保護者からはメール
　　により子どもの登下
校の確認ができ安
心できるとの声。

　　1月末の申込率は、
30～40％、今後も
加入促進を図る。

Ｑ5．ツイタもんの
　　導入を

一般質問要旨 その後の経過

用語解説

Ａ．平成30年11月19
日に町制100周年
をＰＲする【宇美八
幡宮にて千本桜を
弾いてみた】の動
画を公開。再生回
数約3,000回。今
後はフェイスブック
などのＳＮＳの活用
を図る。

Ｑ7．宇美町の名所の
宣伝推進を

Ａ．平成29年4月1日、
井野と新井野が合
併し、井野自治会
が誕生。

　　現在校区コミュニティ
　　の推進を行っている
中で、今後合併を要
望する自治会があれ
ば支援する。

Ｑ8．自治会合併の
　　推進を

YouTubeの動画は
こちらからご覧ください。

役場裏ブロック塀（改修前）

宇美町　千本桜

エアコン設置イメージ

平成31年1月現在
　【自主防災組織】
　　6自治会設立
　【防災士資格取得】
　　町職員12名・一般13名

※ツイタもんとは
平成13年大阪の池田小
学校児童殺傷事件を踏
まえ、ＮＰＯ法人ツイタも
んが開発。専用のＩＣタグ
をランドセルにつけた児
童が校門を通ると職員と
保護者が通過情報を確
認できるシステム。
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平
成
30
年
12
月
定
例
会
は
、
７
日

か
ら
14
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
は
後

期
実
践
計
画
案
１
件
、
予
算
案
件
６

件
、
条
例
案
１
件
、
す
べ
て
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
発
議
２
件
を
可
決
、

請
願
１
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
６
議
員
が
10
項
目

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

宇
美
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
４
号
）

　
平
成
30
年
度
の
決
算
を
見
通
し
た

人
件
費
の
調
整
、
各
事
務
・
事
業
の

整
理
。
併
せ
て
債
務
負
担
行
為
及
び

地
方
債
の
補
正
を
提
案
。

【
主
な
補
正
】

・
庁
舎
建
設
等
基
金
費

１
億
４
０
２
万
円
増
額

・
子
ど
も
医
療
支
援
経
費

１
，１
１
９
万
円
増
額

・
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業
費

２
，７
２
２
万
円
減
額

・
町
立
保
育
園
運
営
経
費

３
，８
１
３
万
円
減
額

・
公
園
管
理
・
整
備
事
業
費

４
，１
１
４
万
円
減
額

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

宇
美
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
５
号
）

　
職
員
等
の
給
与
等
の
改
定
に
伴
う

補
正
の
ほ
か
小
中
学
校
エ
ア
コ
ン
設

置
工
事
費
を
計
上
。

・
小
学
校
空
調
機
器
設
置
事
業

３
億
９
４
４
万
円
増
額

【
対
象
】
普
通
教
室
98
部
屋
、
特
別

教
室
51
部
屋
（
予
定
）
、
老
朽
化
に

よ
る
更
新
５
部
屋

・
中
学
校
空
調
機
器
設
置
事
業

２
億
２
，５
４
８
万
円
増
額

12月
定例会

【
対
象
】
普
通
教
室
40
部
屋
、
特
別

教
室
47
部
屋
（
予
定
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

宇
美
町
上
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

　
収
益
的
収
入
で
は
、
消
火
栓
維
持

管
理
負
担
金
に
つ
い
て
消
火
栓
１
基

設
置
増
に
よ
り
増
額
し
、
収
益
的
支

出
で
は
、
人
件
費
の
整
理
で
42
万
円

を
増
額
。
今
年
度
の
純
利
益
は
、
約

１
，６
０
２
万
円
と
な
る
見
込
み
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

宇
美
町
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
収
益
的
支
出
を
、
人
件
費
の
整
理

等
で
20
万
円
増
額
。
今
年
度
の
純
利

益
は
、
約
１
，４
４
７
万
円
と
な
る

見
込
み
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　
第
６
次
宇
美
町
総
合
計
画
前
期
実

践
計
画
が
平
成
30
年
度
で
終
了
す
る

た
め
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
２
０
２

２
年
度
ま
で
の
４
年
間
を
計
画
期
間

と
す
る
第
６
次
宇
美
町
総
合
計
画
後

期
実
践
計
画
を
策
定
。

　
町
の
将
来
像
で
あ
る
「
と
も
に
創

る
　
自
然
と
に
ぎ
わ
い
が
融
合
し
た

補
正
予
算

議
員
発
議

第
６
次
宇
美
町
総
合

計
画
後
期
実
践
計
画

小中学校エアコン設置工事費
約５億３千万円予算化

平成３０年度一般会計補正予算
（４号）…　　1,025万円減額
（５号）…5億4,017万円増額

予算総額　117億5,361万円
補正後

※万円未満は四捨五入

ま
ち
・
宇
美
」
の
実
現
に
向
け
、
よ

り
一
層
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

町
民
憲
章
の
制
定
に
向
け
て
の
決

議　
町
制
施
行
１
０
０
周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
宇
美
町
を
創

り
上
げ
て
こ
ら
れ
た
先
人
の
ご
努
力

に
深
く
感
謝
と
敬
意
を
表
す
と
と
も

に
、
宇
美
町
民
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
・

宇
美
」
へ
の
愛
着
を
よ
り
一
層
高
め
、

次
の
１
０
０
年
に
向
け
て
魅
力
あ
ふ

れ
る
宇
美
町
を
創
造
し
て
い
く
た
め

に
町
民
憲
章
の
制
定
を
要
望
す
る
こ

と
を
決
議
。

提
出
者
　
　
黒
川
　
　
悟
　
議
員

賛
成
者
　
　
安
川
　
繁
典
　
議
員

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

「
主
要
農
作
物
種
子
法
」
に
代
わ

る
新
た
な
法
律
及
び
福
岡
県
独
自

の
条
例
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出

提
出
者
　
　
時
任
　
裕
史
　
議
員

賛
成
者
　
　
安
川
　
繁
典
　
議
員

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

国
会
に
お
け
る
憲
法
論
議
の
推
進

と
国
民
的
議
論
の
喚
起
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願
書

請
願
者
　
美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く

る
福
岡
県
民
の
会

運
営
委
員
長
　
山
本
　
泰
藏

紹
介
議
員
　
飛
賀
　
貴
夫
　
議
員

　
　
　
　
　
吉
原
　
秀
信
　
議
員

　
　
　
　
　
黒
川
　
　
悟
　
議
員

　
　
　
　
　
藤
木
　
　
泰
　
議
員

　
　
　
　
　
脇
田
　
義
政
　
議
員

　
　
　
　
　
白
水
　
英
至
　
議
員

（
賛
成
多
数
で
採
択
）

請
　
願

議　案　名

討
　
　
論

審
議
結
果

可決

採択

反対：黒川議員
賛成：入江議員

反対：入江議員
賛成：飛賀議員
　　　白水議員

第６次宇美町総合計画後期実践計画・・・・計画期間2019年度～2022年度

平成30年度　宇美町流域関連公共下水道事業会計補正予算（第2号）・・・・収益的支出20万3,000円増額し、計8億7,059万7,000円

平成30年度　宇美町一般会計補正予算（第4号）・・・・歳入歳出1,025万4,000円減額し、予算総額112億1,344万7,000円

宇美町職員の給与に関する条例等の一部改正・・・・人事院勧告に伴う改定

平成30年度　宇美町上水道事業会計補正予算（第3号）・・・・収益的支出28万1,000円増額し、計7億3,099万円

平成30年度　宇美町流域関連公共下水道事業会計補正予算（第3号）・・・・収益的支出20万円増額し、計8億7,079万7,000円

平成30年度　宇美町一般会計補正予算（第5号）・・・・歳入歳出5億4,016万6,000円増額し、予算総額117億5,361万3,000円

町民憲章の制定に向けての決議

町道路線の変更について・・・・下宇美～浦尻線

和解及び損害賠償の額の決定について

議案名

平
成
30
年
12
月
定
例
会

平
成
30
年
12
月
定
例
会

平
成
31
年

第
１
回
臨
時
会

議員名
南

里

正

秀

白

水

英

至

飛

賀

貴

夫

小

林

征

男

脇

田

義

政

黒

川

　

悟

時

任

裕

史

吉

原

秀

信

入

江

政

行

藤

木

　

泰

安

川

繁

典

平

野

龍

彦

丸

山

康

夫

「主要農作物種子法」に代わる
新たな法律及び福岡県独自の条
例の制定を求める意見書の提出

国会における憲法論議の推進と
国民的議論の喚起を求める意見
書提出に関する請願書

○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○

× × × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度　宇美町上水道事業会計補正予算（第2号）・・・・収益的収入2,000円増額し、計7億5,251万円　　
 収益的支出41万5,000円増額し、計7億3,070万9,000円

※古賀ひろ子議長に表決権はありません

○は賛成　×は反対を表しています審議した議案と各議員の賛否審議した議案と各議員の賛否

全会一致で承認・可決した議案全会一致で承認・可決した議案

平成30年12月定例会・平成31年第１回臨時会　表決一覧
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平
成
30
年
12
月
定
例
会
は
、
７
日

か
ら
14
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
は
後

期
実
践
計
画
案
１
件
、
予
算
案
件
６

件
、
条
例
案
１
件
、
す
べ
て
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
発
議
２
件
を
可
決
、

請
願
１
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
６
議
員
が
10
項
目

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

宇
美
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
４
号
）

　
平
成
30
年
度
の
決
算
を
見
通
し
た

人
件
費
の
調
整
、
各
事
務
・
事
業
の

整
理
。
併
せ
て
債
務
負
担
行
為
及
び

地
方
債
の
補
正
を
提
案
。

【
主
な
補
正
】

・
庁
舎
建
設
等
基
金
費

１
億
４
０
２
万
円
増
額

・
子
ど
も
医
療
支
援
経
費

１
，１
１
９
万
円
増
額

・
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業
費

２
，７
２
２
万
円
減
額

・
町
立
保
育
園
運
営
経
費

３
，８
１
３
万
円
減
額

・
公
園
管
理
・
整
備
事
業
費

４
，１
１
４
万
円
減
額

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

宇
美
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
５
号
）

　
職
員
等
の
給
与
等
の
改
定
に
伴
う

補
正
の
ほ
か
小
中
学
校
エ
ア
コ
ン
設

置
工
事
費
を
計
上
。

・
小
学
校
空
調
機
器
設
置
事
業

３
億
９
４
４
万
円
増
額

【
対
象
】
普
通
教
室
98
部
屋
、
特
別

教
室
51
部
屋
（
予
定
）
、
老
朽
化
に

よ
る
更
新
５
部
屋

・
中
学
校
空
調
機
器
設
置
事
業

２
億
２
，５
４
８
万
円
増
額

12月
定例会

【
対
象
】
普
通
教
室
40
部
屋
、
特
別

教
室
47
部
屋
（
予
定
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

宇
美
町
上
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

　
収
益
的
収
入
で
は
、
消
火
栓
維
持

管
理
負
担
金
に
つ
い
て
消
火
栓
１
基

設
置
増
に
よ
り
増
額
し
、
収
益
的
支

出
で
は
、
人
件
費
の
整
理
で
42
万
円

を
増
額
。
今
年
度
の
純
利
益
は
、
約

１
，６
０
２
万
円
と
な
る
見
込
み
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

宇
美
町
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
収
益
的
支
出
を
、
人
件
費
の
整
理

等
で
20
万
円
増
額
。
今
年
度
の
純
利

益
は
、
約
１
，４
４
７
万
円
と
な
る

見
込
み
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　
第
６
次
宇
美
町
総
合
計
画
前
期
実

践
計
画
が
平
成
30
年
度
で
終
了
す
る

た
め
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
２
０
２

２
年
度
ま
で
の
４
年
間
を
計
画
期
間

と
す
る
第
６
次
宇
美
町
総
合
計
画
後

期
実
践
計
画
を
策
定
。

　
町
の
将
来
像
で
あ
る
「
と
も
に
創

る
　
自
然
と
に
ぎ
わ
い
が
融
合
し
た

補
正
予
算

議
員
発
議

第
６
次
宇
美
町
総
合

計
画
後
期
実
践
計
画

小中学校エアコン設置工事費
約５億３千万円予算化

平成３０年度一般会計補正予算
（４号）…　　1,025万円減額
（５号）…5億4,017万円増額

予算総額　117億5,361万円
補正後

※万円未満は四捨五入

ま
ち
・
宇
美
」
の
実
現
に
向
け
、
よ

り
一
層
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

町
民
憲
章
の
制
定
に
向
け
て
の
決

議　
町
制
施
行
１
０
０
周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
宇
美
町
を
創

り
上
げ
て
こ
ら
れ
た
先
人
の
ご
努
力

に
深
く
感
謝
と
敬
意
を
表
す
と
と
も

に
、
宇
美
町
民
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
・

宇
美
」
へ
の
愛
着
を
よ
り
一
層
高
め
、

次
の
１
０
０
年
に
向
け
て
魅
力
あ
ふ

れ
る
宇
美
町
を
創
造
し
て
い
く
た
め

に
町
民
憲
章
の
制
定
を
要
望
す
る
こ

と
を
決
議
。

提
出
者
　
　
黒
川
　
　
悟
　
議
員

賛
成
者
　
　
安
川
　
繁
典
　
議
員

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

「
主
要
農
作
物
種
子
法
」
に
代
わ

る
新
た
な
法
律
及
び
福
岡
県
独
自

の
条
例
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出

提
出
者
　
　
時
任
　
裕
史
　
議
員

賛
成
者
　
　
安
川
　
繁
典
　
議
員

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

国
会
に
お
け
る
憲
法
論
議
の
推
進

と
国
民
的
議
論
の
喚
起
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願
書

請
願
者
　
美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く

る
福
岡
県
民
の
会

運
営
委
員
長
　
山
本
　
泰
藏

紹
介
議
員
　
飛
賀
　
貴
夫
　
議
員

　
　
　
　
　
吉
原
　
秀
信
　
議
員

　
　
　
　
　
黒
川
　
　
悟
　
議
員

　
　
　
　
　
藤
木
　
　
泰
　
議
員

　
　
　
　
　
脇
田
　
義
政
　
議
員

　
　
　
　
　
白
水
　
英
至
　
議
員

（
賛
成
多
数
で
採
択
）

請
　
願

議　案　名

討
　
　
論

審
議
結
果

可決

採択

反対：黒川議員
賛成：入江議員

反対：入江議員
賛成：飛賀議員
　　　白水議員

第６次宇美町総合計画後期実践計画・・・・計画期間2019年度～2022年度

平成30年度　宇美町流域関連公共下水道事業会計補正予算（第2号）・・・・収益的支出20万3,000円増額し、計8億7,059万7,000円

平成30年度　宇美町一般会計補正予算（第4号）・・・・歳入歳出1,025万4,000円減額し、予算総額112億1,344万7,000円

宇美町職員の給与に関する条例等の一部改正・・・・人事院勧告に伴う改定

平成30年度　宇美町上水道事業会計補正予算（第3号）・・・・収益的支出28万1,000円増額し、計7億3,099万円

平成30年度　宇美町流域関連公共下水道事業会計補正予算（第3号）・・・・収益的支出20万円増額し、計8億7,079万7,000円

平成30年度　宇美町一般会計補正予算（第5号）・・・・歳入歳出5億4,016万6,000円増額し、予算総額117億5,361万3,000円

町民憲章の制定に向けての決議

町道路線の変更について・・・・下宇美～浦尻線

和解及び損害賠償の額の決定について

議案名

平
成
30
年
12
月
定
例
会

平
成
30
年
12
月
定
例
会

平
成
31
年

第
１
回
臨
時
会

議員名
南

里

正

秀

白

水

英

至

飛

賀

貴

夫

小

林

征

男

脇

田

義

政

黒

川

　

悟

時

任

裕

史

吉

原

秀

信

入

江

政

行

藤

木

　

泰

安

川

繁

典

平

野

龍

彦

丸

山

康

夫

「主要農作物種子法」に代わる
新たな法律及び福岡県独自の条
例の制定を求める意見書の提出

国会における憲法論議の推進と
国民的議論の喚起を求める意見
書提出に関する請願書

○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○

× × × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度　宇美町上水道事業会計補正予算（第2号）・・・・収益的収入2,000円増額し、計7億5,251万円　　
 収益的支出41万5,000円増額し、計7億3,070万9,000円

※古賀ひろ子議長に表決権はありません

○は賛成　×は反対を表しています審議した議案と各議員の賛否審議した議案と各議員の賛否

全会一致で承認・可決した議案全会一致で承認・可決した議案

平成30年12月定例会・平成31年第１回臨時会　表決一覧
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一
般
質
問

宇美町の教育行政の
推進は

答 教育復活に向け
さまざまな教育施策を進める

飛賀 貴夫 議員

問　

平
成
30
年
10
月
１
日

か
ら
就
任
さ
れ
た
佐
々
木
壮

一
朗
新
教
育
長
は
、
今
後
宇

美
町
の
教
育
行
政
を
ど
の
よ

う
に
推
進
さ
れ
る
の
か
。

答　

教
育
長　

今
日
、
教

育
界
で
は
多
様
な
問
題
、
課

題
が
提
起
さ
れ
、
当
町
に
お

い
て
も
そ
の
重
要
性
が
高

ま
っ
て
お
り
、
歴
史
的
に
も

教
育
に
熱
心
な
土
地
柄
と
言

え
る
宇
美
町
の
教
育
復
活
に

向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
施

策
を
進
め
る
。

　

児
童
生
徒
に
と
っ
て
積

極
的
、
主
体
的
な
学
び
を

育
成
す
る
た
め
の
取
組
と

ふ
る
さ
と
宇
美
に
誇
り
を

持
ち
、
宇
美
の
未
来
を
築

い
て
い
く
人
材
の
育
成
が

重
要
に
な
る
。

　

学
校
教
育
で
は
五
つ
の

視
点
で
取
り
組
む
。

①
学
力
向
上
を
含
め
た
生

き
る
力
を
育
む
教
育
活
動

の
推
進
。

②
安
全
・
安
心
な
取
組
の

推
進
。

③
特
別
支
援
教
育
の
充
実
。

④
食
育
に
関
す
る
取
組
の

推
進
。

⑤
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

中
で
の
学
校
づ
く
り
。

　

社
会
教
育
で
は
三
つ
の

視
点
で
取
り
組
む
。

①
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び

続
け
る
環
境
づ
く
り
。

②
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機

会
の
提
供
。

③
子
ど
も
の
成
長
を
見
守

る
地
域
活
動
の
支
援
。

問　

学
力
向
上
の
目
標
値

と
達
成
時
期
は
。

　

ま
た
、
生
き
る
力
を
育
む

と
は
、ど
の
よ
う
な
施
策
か
。

答　

教
育
長　

学
力
調
査

で
全
国
や
福
岡
県
の
平
均

ラ
イ
ン
を
目
指
し
、
取
り

組
む
。

　

小
学
校
で
は
、国
語
Ａ
・

Ｂ
、
算
数
Ａ
・
Ｂ
の
４
問

題
区
分
そ
れ
ぞ
れ
平
均
正

答
率
４
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
。

　

中
学
校
で
は
、国
語
Ａ
・

Ｂ
、
数
学
Ａ
・
Ｂ
の
４
問

題
区
分
そ
れ
ぞ
れ
平
均
正

答
率
３
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
。

　

お
お
む
ね
今
後
３
年
間

に
お
け
る
目
標
指
標
を
各

学
校
で
実
情
に
合
わ
せ
て

設
定
し
、
学
力
向
上
の
取

組
を
推
進
。

　

生
き
る
力
を
育
む
と

は
、
主
体
的
、
対
話
的
で

深
い
学
び
の
実
現
に
向
け

た
授
業
を
と
お
し
て
、
創

意
工
夫
を
生
か
し
た
特
色

あ
る
教
育
活
動
を
展
開
す

る
中
で
、
児
童
生
徒
を
支

援
し
て
い
く
こ
と
。

宇
美
駅
と
そ
の
周
辺
の

整
備
は

問　

JR
九
州
の
取
組
を
活

用
し
、
宇
美
駅
舎
、
事
務

室
を
安
価
で
借
り
受
け
、

観
光
事
業
の
推
進

に
つ
な
げ
て
は
。

答　

ま
ち
づ
く

り
課
長　

宇
美
町

中
心
市
街
地
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
を
進

め
る
中
で
、
JR
九

州
と
情
報
交
換
を

密
に
し
、
研
究
・

検
証
し
、
駅
の
利

活
用
、
駅
周
辺
地
域
の
整

備
等
を
協
議
・
検
討
す
る
。

問　

宇
美
駅
前
広
場
に
老

朽
化
し
た
宇
美
交
番
の
移

転
・
建
替
誘
致
は
。

答　

町
長　

宇
美
町
の
玄

関
口
と
し
て
非
常
に
重
要

な
機
能
や
役
割
を
持
つ
エ

リ
ア
で
、
防
犯
対
策
や
安

心
安
全
の
確
保
、
に
ぎ
わ

い
の
創
出
と
い
う
観
点
か

ら
も
大
き
な
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。

　

財
政
面
、
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
プ
ラ
ン
、
公
共
施
設

再
配
置
計
画
を
踏
ま
え
て

し
っ
か
り
と
協
議
し
、
前

向
き
に
検
討
す
る
。

ＪＲ宇美駅前広場
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問　

聖
母
宮
の
両
側
に
安

置
さ
れ
て
い
る
一
対
の
随

神
王
像
は
現
在
無
指
定
。

　

県
の
文
化
財
指
定
を
受

け
る
前
段
と
し
て
、
町
の

指
定
が
必
要
だ
が
、
取
り

組
む
考
え
は
な
い
か
。

答　

課
長　

聖
母
宮
の
建

屋
と
と
も
に
町
の
文
化
財

に
指
定
す
る
た
め
、
宇
美

町
文
化
財
専
門
委
員
会
の

意
見
を
聴
き
な
が
ら
事
務

を
進
め
て
い
る
。

問　

宇
美
八
幡
宮
の
宝
物

殿
は
現
在
、
一
般
開
放
さ

れ
て
い
な
い
。

　

国
指
定
重
要
文
化
財
が

19
点
も
あ
る
の
に
、
現
在

の
施
設
で
は
維
持
管
理
で

き
な
い
と
の
こ
と
で
文
化

庁
の
許
可
が
下
り
ず
、
九

州
歴
史
資
料
館
の
収
蔵
庫

に
眠
っ
て
い
る
。

　

多
く
の
人
が
鑑
賞
で
き

る
よ
う
、
宇
美
町
歴
史
民

俗
資
料
館
を
一
部
改
修

し
、
公
開
で
き
る
よ
う
検

討
で
き
な
い
か
。

住
居
表
示
未
整
備
地
区

の
早
期
解
消
を

問　

未
整
備
地
区
の
解
消

に
向
け
た
今
後
の
取
組
は
。

答　

住
民
課
長　

現
在
、

約
88
％
実
施
済
。
未
整
備

は
主
に
井
野
と
平
成
地
区
。

　

井
野
地
区
は
、
地
元
の

意
見
が
ま
と
ま
れ
ば
実
施

可
能
。

　

平
成
地
区
は
都
市
計
画

道
路
の
確
定
後
に
実
施
す

る
方
法
と
、
一
部
道
路
が

確
定
し
て
い
る
部
分
を
先

行
し
て
実
施
す
る
方
法
が

考
え
ら
れ
る
。

問　

高
速
道
路
で
分
断
さ

れ
た
地
域
を
同
じ
町
名
に

は
で
き
な
い
か
。

答　

課
長　

住
居
表
示
の

原
則
は
あ
る
が
、
住
居
表

示
審
議
会
で
議
論
し
て
も

ら
い
、
柔
軟
な
対
応
も
必

要
と
考
え
て
い
る
。

一
般
質
問

宇美八幡宮所蔵文化財の
公開できる場を
答 関係者と協議、調査研究
したい

南里 正秀 議員

問　

平
成
30
年
５
月
５

日
、
25
年
に
一
度
し
か
公

開
さ
れ
な
い
宇
美
八
幡
宮

聖
母
宮
式
年
大
祭
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。

　

聖
母
宮
御
神
像
は
、
福

岡
県
有
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
価
値
は
、
国
の
重
要
文

化
財
や
国
宝
に
匹
敵
す
る

と
の
専
門
家
の
意
見
も
あ

る
。

　

町
と
し
て
、
格
上
げ
の

支
援
を
し
て
は
ど
う
か
。

答　

社
会
教
育
課
長　

国

の
文
化
財
指
定
に
向
け
、

国
、
県
の
調
査
に
積
極
的

に
協
力
、
情
報
の
提
供
に

努
め
、
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

答　

教
育
長　

現
在
の
施

設
で
は
、環
境
が
不
十
分
。

宇
美
八
幡
宮
や
関
係
者
と

協
議
、
検
討
を
し
て
い
き

た
い
。

問　

総
合
計
画
後
期
実
践

計
画
の
中
で
歴
史
民
俗
資

料
館
を
拠
点
に
ふ
れ
あ
い

の
場
と
す
る
記
述
が
あ
る

が
、
町
長
の
見
解
を
。

答　

町
長　

財
政
面
を
含

め
、
必
要
な
条
件
や
環
境

整
備
な
ど
調
査
研
究
を
進

め
て
い
き
た
い
。

九州歴史資料館に眠る宇美町のお宝

聖母宮内の御神像と随神王像
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一
般
質
問

高すぎる国民健康保険
料（税）の引下げを

答 資産割の廃止を検討

入江 政行 議員

問　

国
保
は
、
他
の
医
療

保
険
よ
り
保
険
料
が
高

く
、
所
得
の
低
い
加
入
者

が
多
い
た
め
、
被
保
険
者

の
負
担
が
限
界
に
な
っ
て

い
る
。

　

こ
れ
は
、
国
保
の
構
造

的
問
題
、
抜
本
的
な
財
政

基
盤
の
強
化
が
必
要
。
公

費
投
入
で
協
会
け
ん
ぽ
並

み
に
引
下
げ
を
し
て
は
ど

う
か
。

答　

住
民
課
長　

国
保
税

の
算
定
は
所
得
割
、
資
産

割
、均
等
割
、平
等
割
（
世

帯
割
）を
合
算
し
て
課
税
。

福
岡
県
が
定
め
る
国
民
健

康
保
険
運
営
方
針
に
従

い
、
資
産
割
に
つ
い
て
廃

止
の
方
向
で
考
え
て
い
る
。

　

現
在
の
制
度
で
協
会
け

ん
ぽ
と
同
じ
算
定
は
難
し
い
。

問　

全
国
知
事
会
で
協
会

け
ん
ぽ
並
み
に
引
き
下
げ

る
た
め
に
１
兆
円
の
公
費

投
入
を
要
望
し
て
い
る
。

全
国
市
町
村
会
も
公
費
投

入
を
提
案
し
、
政
府
に
要

望
し
て
は
ど
う
か
。

答　

町
長　

被
保
険
者
の

高
齢
化
に
伴
い
医
療
費
が

増
大
す
る
一
方
、
被
保
険

者
の
所
得
水
準
が
低
い
構

造
と
な
っ
て
い
る
。
保
険

者
の
責
務
と
し
て
、
財
政

支
援
の
拡
充
を
講
じ
る
よ

う
国
に
対
し
て
要
望
し
て

い
る
。

問　

政
府
は
、
国
保
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
た
当
初
、

被
保
険
者
に
低
所
得
者
が

多
い
こ
と
、
保
険
料
に
事

業
者
負
担
が
な
い
こ
と
、

こ
の
事
業
者
負
担
相
当
額

を
、
国
庫
負
担
す
る
必
要

が
あ
る
と
認
め
て
い
た
。

　

１
９
８
４
年
自
民
党
政

権
は
、
法
改
定
で
国
保
へ

の
定
率
国
庫
負
担
を
削
減

し
た
の
を
皮
切
り
に
、
国

庫
負
担
を
抑
制
し
続
け
て

き
た
こ
と
が
、
保
険
料
の

負
担
増
に
な
っ
て
い
る
が

見
解
は
。

答　

住
民
課
長　

国
保
制

度
改
革
に
よ
り
、
公
費
の

投
入
の
拡
充
は
行
わ
れ
て

い
る
。
当
町
は
、
平
成
27

年
度
ま
で
は
、
例
年
大
幅

な
赤
字
が
続
い
て
い
た

が
、
28
年
度
に
税
率
改
定

を
行
い
、
国
保
財
政
が
好

転
し
、
29
年
度
決
算
に
お

い
て
赤
字
額
が
大
幅
に
減

少
、
制
度
改
革
に
よ
り
、

着
実
に
公
費
の
影
響
は
受

け
て
い
る
。

問　

国
保
税
の
算
定
基
準

の
中
で
、
均
等
割
は
、
家

族
が
一
人
増
え
る
ご
と
に

保
険
料
が
増
加
す
る
、
こ

の
こ
と
か
ら
人
頭
税
と
い

わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
子
育
て
支
援

に
逆
行
し
て
い
る
」
と
の

批
判
の
声
も
あ
る
。
人
間

の
頭
数
に
応
じ
て
課
税
す

る
人
頭
税
、
こ
れ
は
古
代

に
つ
く
ら
れ
た
税
制
で
、

人
類
史
上
最
も
原
始
的
で

過
酷
な
税
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
人
頭
税
が
21
世
紀

の
公
的
医
療
制
度
に
残
っ

て
い
る
。
こ
の
時
代
錯
誤

の
仕
組
み
が
低
所
得
者
、

家
族
の
多
い
世
帯
に
重
く

の
し
か
か
っ
て
い
る
が
見

解
は
。

答　

課
長　

平
成
30
年
度

の
国
保
制
度
改
善
強
化
全

国
大
会
の
決
議
で
、
子
ど

も
に
か
か
る
均
等
割
の
保

険
料
、
こ
れ
を
軽
減
す
る

支
援
制
度
を
創
設
す
る
こ

と
を
求
め
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

◆
明
治
町
環
境
監
視
委
員

会
の
在
り
方
に
つ
い
て
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れ
て
い
る
。
宇
美
町
は
３
，

０
０
０
円
と
半
額
以
下
と

な
っ
て
い
る
。

　

命
が
け
の
消
火
活
動
や

豪
雨
の
中
で
の
災
害
対
応

等
に
対
し
て
、
福
岡
市
並

み
に
引
き
上
げ
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
。

　

ま
た
、
各
分
団
へ
の
運
営

費
が
福
岡
市
の
41
万
円
に
対

し
て
宇
美
町
は
９
万
円
し
か

支
払
わ
れ
て
い
な
い
。

　

分
団
の
活
動
費
用
に
本

来
個
人
に
支
払
う
べ
き
団

員
報
酬
や
出
動
手
当
等
が

充
当
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

答　

課
長　

団
員
報
酬
や

出
動
手
当
等
の
金
額
は
糟

屋
地
区
で
協
議
し
調
整
し

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
て
い
な
い
。

問　

宇
美
町
だ
け
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
て
い
な
い
理
由
は
。

答　

課
長　

設
立
か
ら
10

年
間
は
国
や
県
か
ら
補
助

金
が
出
る
が
、
11
年
目
か

ら
は
出
な
く
な
る
。町
の
持

ち
出
し
が
、１
，０
０
０
万

円
程
度
か
か
る
こ
と
に
な

る
た
め
。

　

ま
た
、
公
益
財
団
法
人
宇

美
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
セ

ン
タ
ー
の
事
業
と
重
な
る
た

め
に
設
置
し
て
い
な
い
。

問　

高
齢
者
の
生
き
が
い
・

健
康
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

設
置
で
き
な
い
の
か
。

答　

町
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
・
セ
ン
タ
ー
の
事
業

が
ベ
ス
ト
と
は
言
え
な
い

部
分
も
あ
る
。
高
齢
者
の

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
高
齢
者

施
策
な
ど
を
今
後
調
査
研

究
し
た
い
。

一
般
質
問

消防団員報酬はどこへ

答 各分団の会計口座へ
振り込んでいる

問　

平
成
30
年
９
月
25
日

に
発
行
さ
れ
た
西
日
本
新

聞
の
１
面
と
23
面
に
「
消

防
団
員
報
酬
は
ど
こ
へ
」

の
見
出
し
で
特
集
記
事
が

組
ま
れ
た
。

　

非
常
勤
公
務
員
に
対
す

る
報
酬
が
正
当
に
支
払
わ

れ
て
い
る
の
か
疑
念
が
生

じ
て
い
る
。
消
防
団
員
報

酬
の
支
払
い
の
実
態
は
。

答　

総
務
課
長　

29
年
度

の
消
防
団
員
報
酬
の
総
額

は
５
９
６
万
円
。

　

三
役
の
報
酬
は
三
役
会

計
口
座
へ
、
そ
れ
以
外
の

団
員
報
酬
は
、
各
分
団
の

会
計
口
座
へ
振
り
込
ん
で

い
る
。

　

出
動
手
当
等
の
総
額
は

１
，６
１
６
万
円
で
三
役

に
関
わ
る
も
の
は
、
三
役

会
計
口
座
へ
、
そ
の
他
は

各
分
団
の
会
計
口
座
へ
振

り
込
ん
で
い
る
。
い
ず
れ

も
団
員
個
人
へ
の
支
払
い

は
行
っ
て
い
な
い
。

問　

福
岡
市
は
出
動
手
当

が
７
，０
０
０
円
支
払
わ

て
い
る
。

　

各
分
団
の
活
動
費
に
団
員

報
酬
や
出
動
手
当
が
充
当
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
設
立
を

問　

今
後
急
激
な
高
齢
化

を
迎
え
る
宇
美
町
で
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
設

置
が
望
ま
れ
て
い
る
と
考

え
る
。

　

福
岡
都
市
圏
で
設
置
さ

れ
て
い
な
い
市
町
は
ど
こ
か
。

答　

福
祉
課
長　

７
町
の

う
ち
、
宇
美
町
だ
け
シ
ル

年間約100日間、休日返上で活動して
いる消防団員。

丸山 康夫 議員



12
平成 31年 2月15日発行

うみ議会だより No.72

一
般
質
問

有害鳥獣イノシシによる
被害防止を
答 広域的捕獲を検討

平野 龍彦 議員

問　

環
境
省
に
よ
る
と
イ

ノ
シ
シ
の
全
国
の
被
害
額

は
10
年
前
か
ら
変
わ
ら
ず

50
億
円
。
本
町
に
お
い
て

も
、
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
は

深
刻
。
特
に
被
害
が
多
い

自
治
会
へ
足
を
運
び
、
現

場
の
声
を
聴
く
べ
き
で
は
。

答　

農
林
振
興
課
長　

イ

ノ
シ
シ
被
害
調
査
の
見
回

り
は
し
て
い
る
。
平
成
30

年
度
農
業
共
済
は
８
軒
。

被
害
額
は
19
万
円
程
、
被

害
面
積
は
65
ア
ー
ル
。
環

境
調
査
は
し
て
い
な
い
。

問　

環
境
省
に
よ
る
と
イ

ノ
シ
シ
の
生
息
は
全
国
で

88
万
頭
。
本
町
に
も
多
数

生
息
。
住
民
の
生
命
・
生
活
・

財
産
・
身
体
を
守
る
こ
と

が
現
在
で
き
て
い
な
い
の

で
は
。

答　

課
長　

イ
ノ
シ
シ
捕

獲
頭
数
は
平
成
29
年
度
61

頭
。
農
林
産
物
の
被
害
低

減
の
た
め
の
捕
獲
を
行
っ

て
い
る
。

問　

環
境
省
と
農
林
水
産

省
は
平
成
35
年
度
ま
で
に

イ
ノ
シ
シ
の
個
体
数
半
減

計
画
を
立
て
た
。
こ
の
国

の
計
画
に
従
う
べ
き
で
は
。

答　

課
長　

周
辺
自
治
体

と
連
携
し
て
の
広
域
的
捕

獲
を
検
討
し
た
い
。

問　

去
る
10
月
26
日
の
早

朝
、
今
宿
駅
で
イ
ノ
シ
シ

に
何
度
も
噛
ま
れ
た
男
性

は
13
針
を
縫
う
重
症
。
平

成
24
年
度
か
ら
国
は
実
施

隊
を
重
点
的
に
支
援
。
地

域
の
協
力
が
不
可
欠
で
は
。

答　

課
長　

各
地
区
の
実

施
隊
員
計
14
名
が
連
携
し

て
捕
獲
を
し
て
い
る
。

問　

イ
ノ
シ
シ
の
行
動
範

囲
や
生
息
に
基
づ
い
た
対

策
が
と
れ
る
専
門
職
員
の

配
置
を
。

答　

課
長　

現
時
点
で
は

配
置
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

平
成
19
年
の
鳥
獣
被

害
防
止
特
別
措
置
法
を
受

け
て
、
本
町
で
も
鳥
獣
被

害
防
止
計
画
を
立
て
た
が
、

狩
猟
捕
獲
者
は
高
齢
化
。

担
い
手
の
確
保
は
。

答　

課
長　

30
代
と
40
代

が
各
１
名
実
施
隊
に
参
加
。

問　

多
く
の
イ
ノ
シ
シ
被

害
情
報
が
あ
る
。【
自
主
防

衛
】
を
広
報
で
周
知
す
る

べ
き
で
は
。

答　

総
務
課
長　

文
書
に

よ
る
周
知
は
慎
重
に
対
応

し
た
い
。

問　

イ
ノ
シ
シ
の
寝
床
と

な
る
休
耕
地
対
策
は
。

答　

農
林
振
興
課
長　

農

地
の
貸
付
け
や
薬
草
作
物

の
栽
培
を
進
め
て
い
る
。

問　

国
は
捕
獲
か
ら
消
費

を
推
奨
。
地
域
資
源
の
有

効
活
用
と
食
育
・
地
産
地

消
の
推
進
の
立
場
か
ら
、

捕
獲
後
の
出
口
対
策
と
し

て
、
ジ
ビ
エ
処
理
加
工
施

設
を
。

答　

課
長　

国
か
ら
の
ジ

ビ
エ
利
用
モ
デ
ル
地
区
の

指
定
は
要
件
的
に
困
難
。

問　

全
国
で
は
手
ぶ
ら
で

行
け
る
農
園
等
の
成
功
事

例
が
あ
る
。
本
町
の
休
耕

地
で
農
園
開
設
を
。

答　

課
長　

町
民
農
園
が

３
か
所
あ
る
。
新
た
な
農

園
開
設
は
難
し
い
。

問　

地
産
地
消
の
推
進
と

農
業
振
興
の
促
進
の
観
点

か
ら
、
本
町
の
休
耕
地
で

育
て
た
果
樹
・
果
物
・
穀

物
な
ど
を
、
道
の
駅
で
販

売
を
し
て
み
て
は
。

答　

課
長　

今
は
考
え
て

い
な
い
。
仮
に
生
産
者
の

意
識
が
高
ま
れ
ば
、
直
売

所
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

休
耕
地
を
小
中
学
校

農
業
体
験
に
利
活
用
し
て
は
。

答　

教
育
長　

地
域
等
と

の
連
携
を
と
お
し
て
計
画

的
に
進
め
る
。

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
な
ど
の

有
害
鳥
獣
の
出
没
、
目
撃

情
報
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
困
り
ご
と
は
農
林
振
興

課
へ

０
９
２

−

９
３
４

−

２
２
２
３
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一
般
質
問

職員採用は公平・平等
であるべきでは
答 今後は、透明性を重視し
一般競争試験を行う

問　

町
長
は
、
９
月
定
例

会
並
び
に
11
月
５
日
及
び

同
月
26
日
に
行
わ
れ
た
全

員
協
議
会
に
お
い
て
、
最

終
処
分
場
職
員
の
採
用
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
公
募

に
よ
る
一
般
競
争
試
験
は

行
わ
ず
、選
考
試
験
に
よ
っ

て
明
治
町
居
住
者
を
優
先

し
採
用
す
る
と
説
明
を
さ

れ
て
い
た
。

　

そ
の
際
、
採
用
に
つ
い

て
は
公
平
・
平
等
で
あ
る

べ
き
で
、
公
募
を
行
う
べ

き
だ
と
再
三
に
わ
た
り
申

し
上
げ
て
き
た
が
、
町
長

は
断
固
と
し
て
考
え
を
変

え
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
12
月
定
例
会

初
日
の
本
会
議
終
了
後
、

緊
急
に
全
員
協
議
会
が
開

か
れ
、
そ
こ
で
町
長
は
、

今
後
の
最
終
処
分
場
職
員

の
採
用
に
つ
い
て
は
、
一

般
競
争
試
験
で
採
用
を
行

う
と
報
告
。そ
の
理
由
は
。

答　

町
長　

宇
美
町
は
職

員
採
用
に
あ
た
っ
て
の
人

事
委
員
会
を
設
置
し
て
い

な
い
た
め
、
職
員
を
競
争

試
験
ま
た
は
選
考
試
験
で

採
用
す
る
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
ま
で
の
採
用
は
法
的

に
何
ら
問
題
は
な
い
。

　

し
か
し
、
11
月
に
行
わ

れ
た
全
員
協
議
会
に
お
い

て
、
議
員
各
位
か
ら
公
募

を
行
う
べ
き
と
強
い
ご
意

見
を
い
た
だ
き
、
住
民
の

各
方
面
か
ら
も
、
公
募
の

方
が
透
明
性
が
あ
る
と

い
っ
た
指
導
、
助
言
を
多

く
い
た
だ
い
た
。そ
の
後
、

役
場
内
部
で
何
度
も
協
議

を
重
ね
た
結
果
、
公
募
を

行
う
ほ
う
が
望
ま
し
い
と

い
う
結
論
に
至
っ
た
。

　

ま
た
、
明
治
町
の
方
々
に

こ
の
件
に
関
し
て
お
願
い

と
相
談
を
し
た
と
こ
ろ
、
厳

し
い
意
見
も
頂
戴
し
た
が
、

合
意
に
至
っ
た
。

問　

当
該
人
事
案
件
に
対

し
、
役
場
内
部
か
ら
町
長

の
耳
に
疑
問
や
反
対
の
声

は
届
か
な
か
っ
た
か
。

答　

町
長　

私
の
耳
に
は

届
い
て
い
な
い
。

時任 裕史 議員

　2月3日（日）に宇美町総合スポーツ公園で町制施行100周年記念プ
レイベント『蹴-１グランプリ福岡大会in宇美町』が開かれました。
　蹴-１グランプリ発祥の地で、宇美町と同じく来年町制施行100周年
を迎える宮崎県都農町チームをはじめ、県内外54チーム（宇美町から14
チーム）が参加、元日本代表ＦＷの山下芳輝さん(東福岡高校出身)や、
宇美町スポーツ少年団出身でデフサッカー日本代表ＧＫの松元卓巳さ
んもゲスト参加していただき大変盛り上がった大会になりました。
　宇美町議会からも大会を盛り上げようと、『宇美ギィーンズ』として参
加しました。

誰もが楽しめるスポーツイベントで町を活性化蹴-１グランプリ福岡大会in宇美町
　平和地区にお住い
の野間口圭介さんは、
アンプティサッカー日本
代表兼テクニカルディレ
クターをされています。
今回はＦＣ九州バイラ
オールで参加され、見
事準優勝に輝きました。

　デフ（聴覚障がい者）
サッカー日本代表GKの松
元卓巳さんは、蹴-1グラン
プリを盛り上げようと「100ｔ
ｈ Ａｎｎｉｖｅｒｓａｒｙチーム」
の一員として参加し、都農
町チームとの対戦でも大
活躍しました。



　

栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
確
立
及
び

栽
培
面
積
拡
大
の
取
組
と
六
次
製

品
化
の
実
績
報
告
。

ま
ち
づ
く
り
課

　

制
度
導
入
か
ら
１
年
半
が
経
過

し
た
。
現
在
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
動
等
に
つ
い
て
報
告
。

買
物
難
民
者
、
買
物
困
窮
者

へ
の
対
策
は
。

先
進
的
な
事
例
を
研
究
し
、

自
治
会
と
連
携
し
て
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

時
代
の
ニ
ー
ズ
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
性
化
委
員
会
の
要
望
等
に
応

じ
、
平
成
31
年
度
か
ら
の
交
付
金
積

算
基
準
の
見
直
し
に
つ
い
て
報
告
。

総
務
課

　

平
成
30
年
6
月
大
阪
北
部
地
震

に
お
け
る
人
的
被
害
を
受
け
、
危

険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
を
促

進
す
る
た
め
、
福
岡
県
が
平
成
30

年
9
月
補
正
予
算
で
市
町
村
に
対

す
る
補
助
制
度
を
創
設
。

　

こ
の
た
め
、
補
助
金
交
付
要
綱

を
整
備
し
、補
正
予
算
に
計
上
す
る
。

　

第
６
次
宇
美
町
総
合
計
画
の
後

期
実
践
計
画
に
示
し
た
重
点
施
策

の
う
ち
、
特
に
、
子
育
て
支
援
と

教
育
の
充
実
、
防
災
対
策
の
充
実
、

行
政
経
営
の
推
進
の
三
つ
の
項
目

に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
む
組

織
体
制
を
強
化
し
構
築
す
る
。

　

平
成
31
年
度
中
に
機
構
改
革
を

実
施
。
機
構
改
革
実
施
の
た
め
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
基
本
方
針
に

つ
い
て
報
告
。

建
設
・
都
市
計
画
課

　

一
本
松
公
園
バ
ン
ガ
ロ
ー
等
利
用

状
況
報
告
。
25
棟
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
貸

出
し
を
行
い
、
昨
年
比
99
人
の
増
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
公
園
の
利
活
用
を
検
証

す
る
た
め
、
商

工
会
の
よ
か
も

ん
会
に
よ
る
か

き
氷
、
わ
ら
び

も
ち
の
販
売
を

行
っ
た
。

　

交
付
金
を
活
用
し
２
か
所
の
改

修
工
事
を
計
上
し
た
が
交
付
金
半

減
に
よ
り
、
１
か
所
の
改
修
工
事

の
予
定
と
な
っ
た
。

　

福
岡
県
土
整
備
事
務
所
が
、
地

権
者
に
事
業
説
明
会
を
実
施
し
、

現
在
、
道
路
詳
細
設
計
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
期
成
会
総
会
内
容

を
報
告
。

上
下
水
道
課

　

下
水
道
事
業
計
画
区
域
面
積

８
３
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
11
月

1
日
付
の
供
用
開
始（
井
野・新
田
原・

桜
原
）
は
、総
面
積
６
６
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
整
備
率
79
．
３
％
と
な
る
。

委
員
長　
　

小
林　

征
男

副
委
員
長　
　

安
川　

繁
典

委　
　

員　
　

白
水　

英
至

委　
　

員　
　

入
江　

政
行

委　
　

員　
　

藤
木　
　

泰

委　
　

員　
　

南
里　

正
秀

委　
　

員　
　

平
野　

龍
彦

財
産
活
用
課

　

平
成
30
年
度
宇
美
町
役
場
庁
舎

空
洞
ブ
ロ
ッ
ク
塀
改
修
工
事

農
林
振
興
課

①
平
成
30
年
度
妻
付
堰
導
水
路
測

量
設
計
業
務
委
託

②
平
成
30
年
度
宇
美
町
林
地
台
帳

整
備
業
務
委
託

③
平
成
30
年
度
7
月
集
中
豪
雨
に

よ
る
災
害
復
旧
応
急
工
事

　
（
林
道
大
城
線
）

　

平
成
30
年
産
主
食
用
の
水
稲
作

付
面
積
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
る

数
量
報
告
。

対
象
水
田
面
積
約
90
万
㎡
の

う
ち
、
作
付
面
積
が
約
55
万

㎡
、
そ
の
他
休
耕
地
の
利
活
用
は
。

防
災
上
の
機
能
も
有
す
る
調

整
水
田
と
し
て
管
理
さ
れ
て

い
る
が
、
薬
用
作
物
の
栽
培
を
提

案
し
て
い
る
。

有
害
鳥
獣
の
イ
ノ
シ
シ
へ
の

対
応
は
。

宇
美
猟
友
会
、
農
林
振
興
課

で
巡
回
し
て
捕
獲
し
て
い
る
。

問問

問

答 答

答

総
務
建
設
常
任
委
員
会

平
成
30
年
度
水
稲
生
産
目
標

面
積
・
数
量
実
績

宇
美
町
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
事
業
進
捗
報
告

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
費

補
助
金
交
付
制
度

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
付
金

の
見
直
し

都
市
計
画
道
路
志
免
宇
美
線

道
路
建
設
促
進
期
成
会

入
札
・
随
意
契
約
結
果
報
告

薬
用
作
物
試
験
栽
培
事
業

機
構
改
革
の
実
施

一
本
松
公
園
利
用
状
況
等

一
本
松
公
園
ト
イ
レ
改
修　

下
水
道
供
用
開
始

入
札
・
随
意
契
約
結
果
報
告
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学
校
教
育
課

　

平
成
27
年
度
か
ら
実
施
。
今
年

度
は
、
宇
美
小
学
校
と
井
野
小
学

校
を
訪
問
。

　

授
業
参
観
後
、
学
校
経
営
等
の

説
明
を
受
け
た
の
ち
、
自
由
な
意

見
交
流
を
行
う
。

子
育
て
支
援
課

　

平
成
31
年
度
か
ら
事
業
の
見
直

し
を
行
う
。

①
定
員
（
ク
ラ
ブ
数
）
の
拡
大

　

今
後
、
待
機
児
童
の
発
生
が

見
込
ま
れ
る
宇
美
小
学
校
内
の

う
み
っ
こ
ク
ラ
ブ
の
ク
ラ
ブ
数

を
現
行
の
３
ク
ラ
ブ
か
ら
４
ク

ラ
ブ
に
拡
大
。

　

定
員
も
１
２
０
名
か
ら
１
６

０
名
に
増
員
。

②
保
育
時
間
の
延
長

　

利
用
者
か
ら
希
望
が
多
か
っ

た
延
長
保
育
を
実
施
。
延
長
保
育

時
間
は
18
時
～
19
時
。
延
長
保
育

料
は
30
分
に
つ
き
２
５
０
円
。

　

平
成
30
年
10
月
よ
り
、
井
野
小

学
校
区
が
開
設
し
、
町
内
全
小
学

校
区
で
介
護
予
防
教
室
を
実
施
。

　

介
護
保
険
認
定
率
は
平
成
17
年

度
を
ピ
ー
ク
に
下
が
っ
て
お
り
、

介
護
の
必
要
が
な
い
元
気
な
高
齢

者
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

健
康
づ
く
り
課

　

町
内
小
学
５
年
生
３
８
８
人
中
、

申
込
み
の
あ
っ
た
１
８
３
人
の
血

液
検
査
を
７
月
に
実
施
。

　

健
診
の
結
果
、
正
常
高
値
以
上
の

児
童
が
、
全
体
の
３
割
を
超
え
る
状

況
。

　

来
年
度
以
降
も
、
受
診
率
の
向
上

を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち

が
生
活
習
慣
病
に
な
ら
な
い
よ
う
支

援
を
継
続
す
る
。

委
員
長　
　

飛
賀　

貴
夫

副
委
員
長　
　

黒
川　
　

悟

委　
　

員　
　

脇
田　

義
政

委　
　

員　
　

吉
原　

秀
信

委　
　

員　
　

南
里　

正
秀

委　
　

員　
　

丸
山　

康
夫

委　
　

員　
　

時
任　

裕
史

福
祉
課

　

築
40
年
以
上
経
過
し
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
入
浴
設
備
の
延
命
化
を
図

る
た
め
、
平
成
31
年
４
月
１
日
か

ら
浴
場
利
用
日
を
現
行
の
週
５
日

か
ら
週
３
日
に
変
更
。

利
用
者
が
減
る
の
で
は
。

稼
働
時
間
を
延
ば
す
考
え

は
な
い
か
。

安
全
性
や
清
掃
の
問
題
も

あ
る
が
、
で
き
る
範
囲
で
検

討
す
る
。

う
み
っ
子
健
診
の
結
果

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業

③
土
曜
日
保
育
の
拡
大

　

現
行
の
１
ク
ラ
ブ
か
ら
５
ク

ラ
ブ
と
し
、
全
小
学
校
に
開
所
。

校
区
外
の
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る

際
の
保
護
者
が
児
童
を
送
迎
す

る
負
担
を
軽
減
す
る
。

④
民
間
委
託
の
実
施

　

現
在
、
学
童
保
育
連
合
会
に

委
託
し
て
い
る
が
、
支
援
員
の

安
定
し
た
処
遇
が
見
込
ま
れ
る

な
ど
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
民
間
業
者
に
委
託
。

社
会
教
育
課

　

平
成
19
年
度
か
ら
宇
美
町
障
が

い
者
共
同
作
業
所
「
福
祉
工
房
わ

か
く
す
」
に
運
営
を
委
託
し
て
き
た

が
、
事
業
継
続
が
困
難
に
な
っ
た
た

め
、
撤
退
の
申
入
れ
が
あ
っ
た
。

　

今
後
、
当
面
は
、
自
由
に
飲
食
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
し
て
い

く
。

　

２
０
１
９
年
10
月
19
日
、
20
日

に
「
第
32
回
巨
木
を
語
ろ
う
全
国

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
宇
美
町
で
開
催

す
る
こ
と
を
決
定
。

　

宇
美
町
を
中
心
と
し
た
福
岡
県

の
巨
木
の
魅
力
が
伝
わ
る
巨
樹
探
訪

ツ
ア
ー
を
計
画
中
。

大和の大杉（篠栗町）クスノキ原生林（新宮町）衣掛の森（宇美町）

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

問答 老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

浴
場
利
用
日
の
変
更

小
学
校
区
を
単
位
と
す
る

介
護
予
防
教
室

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
に

よ
る
学
校
訪
問

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

喫
茶
室
の
廃
止

巨
木
を
語
ろ
う

全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
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宇美町の歴
史を見つめてこられた方々に

スポットを当てることにしました。
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100周年記念特集

宇美小学校お茶クラブ
ゲストティーチャーはなんと103歳

次回の定例議会は、3月4日に開会予定です。

12月議会では、39名の方が傍聴に来られました。
議会を傍聴しませんか！

議会は年４回（３月・６月・９月・12月）に定例議会が開かれます。
役場３階の傍聴席入口で住所・氏名を記入し、ご入場ください。

議会からのお知らせ

　宇美小学校のクラブ活動は、多くのゲストティー
チャーをお招きして、子どもたちと地域の方々や高齢
者との触れ合いを大切にしています。
　お茶クラブのゲストティーチャーは、なんと大正4年
生まれの103歳、駒谷ツ子（こまたにつね）先生です。
　クラブ活動の最終日ということで、感謝の集いも行
われ、部長の伊之坂ジェイミさんから感謝の言葉と花
束が贈られました。　

　子どもたちになぜお茶クラブに入ったの？と聞くと「お菓
子が食べられるから」との声が。先生は「お茶を始めるきっ
かけは、お菓子が食べられるでもよいので、そこから日本の
文化や和室での所作などを学ぶことにつながれば嬉しいこ
とです」と語られました。

　子どもたちから感謝のことばと花束が送られました

　駒谷先生は昭和13年に宇美小学校高等部（現在
の中学）2年生の担任をされました。その後、台湾に渡
られて終戦を迎えられました。
　宇美町内で茶道教室を行われるかたわら、宇美小
学校のお茶クラブのゲストティーチャーとして、子ども
たちに茶道を指導され、今年で10年になられます。
　子どもたちには「和の心」、特に畳の上での礼儀作
法をしっかり学んでほしいと語られました。
　お生まれは、宇美八幡宮横の旧役場庁舎のすぐ近
くで、宇美町が町政を施行した際（約98年前）には、
盛大なお祝いが催され、まるでドンタクがやってきた
ように賑やかだったこと。また、宇美八幡宮で10月13
日には流鏑馬（やぶさめ）が、１月３日には玉せせりが
執り行われていたことなどを懐かしく語っていただき
ました。
　「高齢者が元気に活躍できるまち、そして子どもたち
と触れ合えるまちになればありがたいですね」とおっ
しゃられました。

シリーズ第4弾


